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あ い つさ

稲化会の会員もようやく600名 位となり、

その活躍分野も多彩になってきました。今年

は私が就職担当となりましたので化学工業に

限らずいろいろな業種の会社の方々とお会い

する機会が多いのですが、化学科卒業生が訪

ねて来る場合もかなり多く、 1人前の社会人

として会社でも認められていることと思い心

強く思っている次第です。

今年 4月 より石原先生が助教授に昇任され

ましたので大学院生を受け入れることとな

り、石原研究室はだんだん世帯が大きくなっ

てきます。松本先生は4月 の日本化学会の年

会で学術賞を受賞され、その業績が認められ

ました。今年 4月 にはまた長年の懸案事項で

あった大学院の化学専攻設置が厳重な審査の

末文部省より許可されました。今年 4月 大学

院入学生より理学修士、理学博士を授与する

ことが出来るようになりました。これもひと

えに関係各位の御協力の賜と感謝している次

第です。

稲化会会長  高 宮 信 夫

前回には予告的に触れましたが、理工学部

の80周年記念事業がいよいよ実施段階とな

り、今年12月 には大学院棟 と研究センター棟

のツインビルが明治通 り沿いに着工されるこ

ととなりました。これは手狭な現状を打開し、

研究教育を活性化 しようという目的をもって

います。大学では予算が十分でないので、一

部を寄付金に頼ることとなりましたので、大

学に勤務する教職員、在校生父兄、一般の企

業などを対象に募金活動を開始いた 1ン まし

た。稲化会の皆様にも卒業生として御協力を

頂 くことになっておりますので、案内が届き

ました場合にはよろしくお願いします。

・
!ぶ。

く助手随想〉
阿部二朗

私は現在高橋研究室に博士後期課程三年と

して籍をおきながら、幸運にも化学科の助手

としての職に就いてお ります。現在の研究

テーマは分子の励起状態の分子構造、および

光化学ダイナミックスについてレーザーを用

いた時間分解共鳴ラマン分光法と分子軌道計

算を併用することによって解析を行なってい

ます。分子に光を照射 した時点から光化学反

応が開始されるわけですが、ほとんどの場合

は電子励起状態が関与 していると考えられて

います。この電子励起状態は基底状態とはか

なり異なった分子構造、化学反応性をしてお

り、非常に興味深い挙動を示 します。例えば

植物が行なっている光合成では太陽の光をエ

ネルギーとして利用 していますが、オ直物は励

起状態を巧妙に利用 していることが古 くから

知られています。 しかし一般に電子励起状態

は寿命が非常に短いために、研究には大きな

困難が伴い、現在でもまだよく明らかにされ

ていません。そこでナノ (109)秒程度の

光パルスを用いることによって、この短時 FE5

におきている現象を追跡することが可能に

なってきます。光化学反応の機構を理解する

ためには電子励起状態の性質、分子構造を研

究することは重要な領域であると考えていま

す。

さて、私は学部、修士一年を応用化学科の

宮崎先生のところでお世話になりまして、量

子化学の基礎 とラマン散乱効果の理論につい

て学び、いろいろな論文を読むにつれて他の
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人が測定 したスペクトルでは物足 りなさを感

じるようになってきました。ラマン散乱とい

う現象は、その散乱強度に分子の多 くの情報

を含んでいるはずであるのに、そのことにつ

いて利用 している研究論文があまりにも少な

いことが原因でした。そこで私は化学科でラ

マン分光法を用いて構造化学の研究を行なっ

ている高橋先生にお世話になることになりま

した。ここで初めてレーザーラマン分光装置

を目にして自分で測定 した溶媒のラマンスペ

ク トルに大 きな感動を覚えた記憶があ りま

す。現在では大変立派な時間分解ラマン分光

装置が導入されて、基底状態のラマンスペク

トルをあまり測定 したことのない四年生でも

簡単に励起状態や短寿命分子種の共鳴ラマン

スペクトルがとれるようになっています。ま

た分子軌道計算についても今のプログラムは

良く整備されていて、量子化学のことをあま

り知らなくても座標を入れてやるだけで、分

子構造の最適化も自動的にやってくれるとこ

ろまできています。わたしが学部の頃は、三

原子分子でさえ大変だったのに今では誰でも

簡単に計算ができるようになりました。しか

しながらこのような傾向は非常に危険で、世

の中に生虐、するコンピューター過信症候群の

人達をますます繁栄させる結果となります。

プログラムを作っているのは人間であり、使

い方によってはとんでもない答えがでてくる

ということを認識すべきです。

科学一般について言えることだと思います

が、昨今のように装置が便利になってくると

データは誰にでも簡単に得られるようになり

ますが、そこでどのような現象が起 きている

のか、またスペクトルが何を語っているのか、

という本質的な部分を見失いがちになる傾向

が見られます。すなわち自然の本質をブラッ

クボックスとしてとらえて、アウトプットの

みから現象を探っているかぎり、自然はその

本性を見せてくれないのではないかと若輩な

が ら考えてお ります。 したがってブラック

ボックスの中の構造がどのようになっている

か、すなわち理論を備えて実験を行なってい

る必要があると信 じています。昔から化学と

いう分野は物理が嫌いな人が集まると言われ

ており、実験化学と理論化学の壁は非常に高

く、お互いに非常に高いプライドを持ってお

り、融和どころかお互いの立場をあまり認め

ない傾向が見られていましたが、そのような

無意味なことを続けていたら自然の姿は到底

理解できないと思っております。

以上、研究者の “卵"の立場から勝手なこ

とを述べさせてもらいましたが、自然がつ く

りだす不思議な ドラマには “終わり"がなく

常に “つづく"の連続であり、この ドラマを

見続けるためにわれわれも絶えず新 しい知識

を携えてス トリーを追おうではあ りません

か ! いつまでも理想を追って研究ができる

ことを願ってペンをおくことにします。

博士号を取得 して

私の博士課程進学

飯野幸生

私が博士課程への進学 を決意 したのは、

M2の 4月 の下旬で した。そのころ私は Ml
の後半から始めていた研究が軌道に乗 り、こ

のまま研究を続け博士課程に進学 したいとい

う思いはあったのですが、進学を決意するま

でには至っていませんでした。それは、当時

はまだ「博士号をとると企業が敬遠 して就職

は難 しいJと 考えられており、卒業後に学術

界以外の道が閉ざされてしまうのではないか

という不安、さらに同級生がもう働いている

のにいつまでも学生として親に甘えているの

は恥ずかしいとの思い、そして自分は博士と

してふさわしいのだろうかという思いのため

でした。いろいろ迷った末、私は就職するこ

とに決め 4月 中は会社見学をしたりOBの話

を4nlっ たりしていました。

そんなある日、大学サークルで同期だった

親友と一緒にお酒を飲む機会がありました。

彼にいろいろな経緯を話 し最終的に就職を決

めたことを話すと、彼は突然「おまえは本心

で言っていない。そんなことで後悔はしない

のか。」 と私に問い、そして彼の知人の話を

してくれました。国体の選手として優勝が期

待されていたその人は大会の前日に親が危篤

になってしまい、そのため国体に出場できま

せんでした。その人はもう何十年もたったの

に今だに酒を飲むと「悔 しい、諦めきれない」

と悔やむのだそうです。彼は「後悔というの
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は一生ついてまわるんだ、それでもおまえは

いいのか、諦めきれる自信があるのか」と私

に言いました。私は頭を棒で殴られたような

気がしました。その日、博士進学を決意した

のです。

もしあのとき彼に会わなかったら、私は就

職していたでしょう。でもきっと「あのとき

進学していれば」という思いは′とヽからぬぐい

去れなかったと思います。

もし進学したいと考えていて、経済的にも

進学できる状況にあって、それでも迷ってい

る人がいたら、ぜひ進学してください。しな

かった事に対する後悔を一生残さないために

も。

人間、反省はしても決して後悔はしたくな
いものです。

研 究 室 紹 介

今年から卒業生の「論文題目」を載せま

た。みなさんの参考になればと思います。

◇井口研

65号館の化学科で唯一実験をしない井口研

は、一見楽な研究室と思えるが決してそのよ

うなことはない。他の研究室の学生が入りに

くいような雰囲気を常に漂わせる優秀な学生

が日夜井口先生の御指導のもと研究に励んで

いる。それではそのメンバーを紹介しよう。

まず講師の鈴木さんは当研究室のブレインで

ある。量子化学、コンピューターだけでなく

ありとあらゆる知識がインプットされている

脳の中はぜひ見たいものである。次に、いつ

も寡黙といわれている助手の吉田博士である

が、最近よく話されるのできっと何か良いこ

とがあったのだろう。M2の福田さんは温厚

でやさしいがゼミでは厳しい一面を持ってい

る。Mlの 千葉さんは腰を悪くしたようで、

尊敬している自分としては大変心配である。

次に学部 4年 6人であるが、量子を選んだだ

けあってなかなか粒がそろっている。将来の

井口研のブレインとなる馬上君は井口先生に

よって名前を使い分けられる。次に最近、勉

強熱心な事で有名な朱島君は、そのオ能をお

しまれつつも(?)就職する。才能といえば米

子のニュートン中嶋君を忘れてはいけない。

彼は早大だけでなく他の大学院も受験するそ

うなので良く勉強している。受験といえば海

老原君もするので好きなバンド活動を我慢 し

て努力している。みんなの人気者の浅田君は

ウッチャン似の好青年である。彼は四国の宇

和島出身なのでミカンの好きな人は彼を訪ね

てほしい。そして将棋部の吉崎君である。彼

の将棋の腕は相当凄いらしい。最後に千葉工

大で助手の仕事に忙 しい小林さんは最近井口

研に来てくれない。またあの語 り口を聞きた

がっている学部 4年 も多い。このような個性

的なメンバーで構成される井口研は来年も量

子化学希望者が殺到 しそうである !

「卒業論文題目」

岡武茂樹 ポリアセチレンの電気伝導度の計

算

り|1田 正晃  Exact Diagonalizationに よるHigh―

Tc超伝導メカニズムの研究

佐野光貞 Trans― ポリアセチ レンの不純物

準位の計算

千葉 拓 LOCAL APPROACHに よる電子

相関の計算

◇石原研

石原研究室は学部 4年生 4名から成る、最

も小さくかつ歴史の浅い研究室です。私たち

は第 2期生となるのですが 1年上の先輩方は

この研究室に残らず、指導をしてもらえない

ため石原先生の直接の指導のもとで学生が各

自のテーマについて試行錯誤を重ねながら取

り組んでいるといった状況です。研究内容は

一口で言えば、無機化合物の反応機構を調べ

ることです。無機化合物といっても本当に多

種多様に存在することは皆 さんも知ってい

らっしゃると思いますが、その反応がまだ解

明されていないものも星の数ほどあります。

私たちは各自その中の 1つ (そ れ以上でも構

いませんが)の元素について取 り組むわけで

す。先輩がいないので気楽ですが、わからな

い事を教えて頂 くために他の研究室の先輩を

頼 らなければならないという短所があ りま

す。来年は私たちのうち 2名 が研究室に残る

予定ですので、これからクリーンなイメージ

を保ったまま活気のある研究室になってくれ

ればいいなと思っています。

次に研究室のメンバーを簡単に紹介 しま
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す。まず石原先生、もの静かで試験の評価が

キビシイという評判ですが、大変行動的な一

面もあり、テニスやスキーが趣味で愛車はパ

ジェロなんです、実は。次に前山さん、彼は

クラッシャー前山の異名を持つ程、よく実験

器具を台無しにしてくれます。銀行に就職す

るのですが大丈夫なんでしょうか ? 次に平

野君、彼は 4人の中で最も落ちつきのあるイ

イ奴です。陸上やってるのに腹が出てます。

次に伊藤君、車と女の子が大好きで得意な台

詞は「体力はあるけど気力がない。J最後に私、

大森は「石原研のマスター」と呼ばれていま

す。マスターといっても修士じゃありません。

喫茶店のマスターです。冷たい鳥龍茶とコー

ヒーを常時作ってありますので皆さん遊びに

来て下さいね。

「卒業論文題目」

岩野宏美 α―ピリドンを架橋配位子とする

Pd(Ⅱ )の二核錯体の反応

國兼欣士郎 ホウ酸の錯形成反応

斎藤 裕 アルミユウム(Ⅲ )イ オンと4-イ

ソプロピル トロポロン酸ナ トリウ

ムの反応

◇伊藤 (紘 )研
☆伊藤先生語録☆

「何だ、まだ誰 も来てないのか J

E「D 伊藤先生の朝は早い (と は言っても8時

頃であるが )。 一方、我々の朝は遅い。唯

一先生より早 く在室する方法は前日から泊

まること。そして次の言葉が続 く。

「徹夜 した訳でもないのに (そ の程度の体力

では)科学者にはなれんぞ」

の 伊藤研でいちばスノ年長なのは先生であ

る。 しかし、いちばん体力のあるのも先生

なのではないか、とも言われている。精神

的にも肉体的にももっとタフにならねばと

思う今日この頃である。

「そんなのあったりめェだァ」

⇒ 先生に実験の結果を見せて、こんなこと

が解 りました、と言ったときにしば t/ば浴

びせられる言葉。自分では大発見だと思っ

たときには大ショックである。

「もっとしゃかりきに実験 しろ」

⇒ これは某君が以前言われた言葉である。

なかなか実験がうまくいかず、半分ヤケに

なっていた頃の一言だったため、かな り

ショックを受けたらしい。さらに次の言葉

が追い討ちをかける。

「もっと好奇心を持て」

0 この後、某君はしばらく寝こんでしまっ

た。

「某君を男にし́てやってください」

の 某君は6月 に教育実習に行き、そこの先

生たちにひどく気に入られた。そして是非

林間学校の引率をしてくれと頼まれ、行き

たくてもじもじしていた。そこへ、実習校

からの電話があり、伊藤先生がこう言った

らしい。こうして晴れて八ヶ岳に行けるこ

とになった某君は先生には、よっぽど頼 り

なく見えたのだろうか。ちなみに、林間学

校から帰って来ても、某君には、成長の跡

がみられない。

まだまだネタはたくさんあるので、聞きたい

人は、どんどん遊びに来てくださいね。

「卒業論文題目」

植田佳代子 SERRS法 による N― methy1 4-

(2-styryl)Pyridiniumの 銀表面で

の吸着構造の研究

奥村達史 アセ トニ トリル中の銀電極表面に

Il■着 した金属ポルフィリン錯体の

SERRSス ′くクトル

柴崎浩一 共鳴ラマン分光法によるルテニウ

ムポルフィ lリ ンニ量体の研究

林 克也 高感度 FT―IR分光法によるスチ

リルピリジン誘導体の銀蒸着膜上

の Lallgmuir― Blodgett膜 構造の研

究

藤井秀治 高真空下銀蒸着膜上でのアクリル

酸の SERS分光

◇伊藤礼吉研

本年度の B4に とって、当研究室は化学科

全研究室の中で最難関であった。当初希望者

は十五名を下らないとまでも言われていた。

さてメンバーの紹介である。まず礼吉先生。

先生は、学生の自由を尊重なさる大変度量の

大きい方である。また、高い洋書でも役立ち

そうであれば買ってくださるのは大変嬉 しい

限りである。斎藤さんは、1亡 しい仕事の合間

をぬって研究 と我々の指導に励んでおられ

る。森さんは、我々 B4の ために週二回も密
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度の大変濃いゼミを開いてくださる。笹金さ

んは、MCTDHFの 論文 もJCPに 載 り、父業

も含めてますます頑張っておられる。原子力

研で衝突論をやっておられる市原 さんは、

時々お菓子を携えて研究室にいらっしゃる。

M2? の久保田さんは、論文紹介ゼ ミ以外

ではなかなかお目にはかかれない。Mlの 時

末さんは、週三回の我々 B4の ゼ ミをリー ド

なさっている。頭 もきれるがとにか く明るい。

そして難関を見事突破 した B4は、パチスロ

狂の相宗、自分がたまたま学校に来たときに

あまり人がいないと「みんな学校来いよ―。」

を口癖とする住家、麻雀の時「オッシャー」

を連発するという田中、アニメとハードロッ

クに傾倒している佃嬢、インドネシアの星ニ

キタ、サッカーコーチの若林、筆者相賀の七

名である。

当研究室では、主に分子軌道法を用いて分

子の電子状態を計算し、これを基に分子の外

場に対する応答、分子間相互作用といった分

子の諸問題の理論的研究を行っている。

さて何故当研究室の人気が異常に高かった

のか。それは言うまでもなく一見楽そうだか

らであろう。事実あまり時間的拘束はない。

しかし、それは各人の判断に任せられている

からである。すなわち、伊藤礼吉研は、きちっ

とした自己管理のできる “大人"の集団なの

である。

「卒業論文題目」

辛 永虎 Extended Hickel MO法 による白

金錯体の計算

I.cis― [Pt(NH3)2(C5H2N204)]の 計算

時末康弘 Extended Hickel MO法 による白

金錯体の計算

Ⅱ・ [Pt4(NH3)8(C4H6NO)4]6+(tetramer)の
エネルギー計算

◇高橋研

こんにちは、高橋研です。我が研究室は′亡ヽ

優 しき高橋先生の下、研究に日夜励んでおり

ます。高橋研は総員16人 という大所帯で、研

究室内はいつも人であふれています。しかし

ながら、信頼できる先輩方が多 くいるため、

時には厳 しく、時には愉快な助言を得られる

事もしばしばです。室内はアカデミックな雰

囲気につつまれ、自分自身を高めるには最適

な場所です。(ホ ントかよ)

我々の研究内容は、時間分解ラマン分光法

と分子軌道計算を用いた励起分子の構造解析

です。ラマン分光法はあまりなじみのない分

光法ですが、赤外分光法のように分子構造を

反映する振動スペクトルを得ることができる

分光法の 1つです。特に基底状態と比べて励

起状態では、分子構造はかなり異なっている

ことがわかってきました。例えば、エチレン

分子に光をあてるとシスー トランス異性化を

おこします。その時、どのような反応中間体

を経て反応が進むのかなどを研究 していま

す。難 しいなあと′らヽ酉己する必要はありません。

書いている本人が全 く理解 してませんから。

全 く困っちまったぜぃ。

又、高橋研は、D3名、M8名、 B5名 よ

り構成される、総勢16名 をほこる大所帯です。

Dに は、後輩の面倒見がよく常に研究室を

リー ドする Aべ さん、装置を扱っている時

はまるで教授のようにみえる Hら さん、装

置の事なら何でも知ってる知識豊富な Tっ

ちゃんなど、やはりDへ行 く人は我々とは

住む世界が違うなと思わせる人たちばかりで

す。M2に は、優 しいおねえさまである K｀

さま、少年サンデーに入賞経験のある科学者

漫画家 Nピー、研究内でギャグをとばし和

やかにする Yち ょがいます。Mlと B4は ス

ペースなくなっちゃったんで省略、許ちてね。

こんな研究室に少しでも興味をお持ちの方

は、軽い気持ちで65号館 5階高橋研に見学に

来てください。いつでも歓迎致 します。

最後に阿部さんへ。短い問だったけれども

お世話になりました。将来 MITに “阿部研 "

ができることを楽 しみにしています。(AB)

「卒業論文題目」

石上嘉康 相対
り
性理論におけるboostの性質

について

泉千英子 時間分解共鳴ラマンスペクトルの

測定によるサリチリデンアニリン

の過渡分子種の構造に関する研究

國松 登 5H― Dibenzo[a,d]cyCぬ hepten-5

-Olの時間分解共鳴ラマンスペク

トル

片岡孝介 2,3,5ト リフェニルテ トラゾリウ

ムクロライドの光還元反応中間体

の時間分解共鳴ラマンスペクトル
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神崎昌之 Chlorophyll a励 起三重項状態の

時間分解共鳴ラマンスペクトル :

中心金属の配位の差によるスペク

トル変化

下島淳彦 MNDOC/MR SDCIに よる励起状

態の計算

橋 本 修 -13c_置 換 に よ る 2,2'Spirobi―

[2H-1-benzopyran](SBP)の 過渡

分子種の振動形の帰属と共鳴ラマ

ンの特異な励起波長依存性

本多謙介 2メ チルアセ トフェノンの時間分

解共鳴ラマンスペクトル

◇高宮研

高宮研は (Si―○)nを 主鎖とするポリシロキ

サンについての触媒効果、光化学、液晶性等

を研究 しています。学生は、院生及び学部生

あわせて12人 で、以下に紹介 します。D2の

NE氏は高宮研の顔 ともいうべ き人で、他の

学生の運命はこの人が一切を握っています。

M2の AS氏 は小田原在住にもかかわらず、

誰よりも早 く来て最後に帰るというようにパ

ワフルで、実験⑥というすごい人ですが、最

近はバイトカψにしいのかあまり遅 くまでいま

せん。ご苦労様です。もう一人の M2は Y氏
で、この人のおかげで高宮研は野球が強いと

いわれています。Mlは 四名で、AI氏 は究極

の宴会芸をもっているとても楽 しい人です。

I氏 はいわゆる美少年 というべ きルックス

(こ の間、I氏 と一緒に渋谷を歩いてたらナ

○パされました)及び普段の明るさから “お

調子者"と いうイメージをもたれていますが、

本当はとてもデリケー トな人です。NA氏は

“社長"と いうニックネームで通っており、

交通関係の話および某業種の店をよく知って

いる人です。Mさ んは大変やさしい女性で、

四年の男みんなに狙われています。B4は 5

人いて、Sは爆風スランプと安全地帯の大

ファンでなんだかよくわからない奴です。

TAは体育会卓球部員であるため、持前のパ

ワーでなんのコネもない某有名商社に、得意

技のフォアハンドスマ ッシュを決め、あっさ

り内定をもらってきました。Toは たいへん

運がよく、休みが欲 しいと祈ったところ、神

様が野球大会の日にかなえてくれました。Y
は勤務先が郊外になったため、彼女と会う時

間をいかに多 くできるか、その計算に今から

燃えています。Hさ んは、キャリアウーマン

を目指す、就職活動の達人です。以上の人々

が高宮信夫教授および講師の池田・上野両先

生のご指導のもと、日夜 ? 研究に励んでい

ます。

「卒業論文題目」

相澤正幸 側鎖にイミダゾリル基を有するポ

リシロキサンの合成

石井博治 側鎖にピリジンー銅 (1)錯体を有

するポリシロキサンの触媒効果

長井圭治 ポリシロキサン型 トリス (ビ ピリ

ジン)ルテニウム錯体の合成と発

光特性

本郷 勇 ポリシロキサンに共有結合したコ

バル ト (Ⅱ )フ タロシアニンを触

媒とする3-メ チルインドールの酸

化的開裂反応

水野佳奈子 側鎖に酸塩化物を有するポリシ

ロキサンとアルコール類との反応

◇ 多 田 研

8:30AM今 日は天気がいいので歩いて研

究室にいくことにした。理工学部もここから

見ると以外とかっこいい。K氏 は昨日も徹夜

だったのだろうか ? 含窒素複素芳香環補酵

素モデル系も現在や女の子系にとどまらず ○

氏、Ng氏、I氏 と優秀な人材がつぎ込まれ結

果も上々らしい。ニコチン酸アミド、葉酸の

みならず将来的にはフラビン系にまで伸びて

いくのだろうか。まあいい、期待 してよう。

研究室には O氏がすでにいた。彼 と昨 日の

モータースポーツについて雑談 した後、屋上

の光反応装置を見にいった。補酵素 B12に 関

係するラジカルの挙動を検討するには私には

荷が重いのだろうか ? まあいい、Nk氏 に

期待をしよう。いやしかし彼は原料合成にし

か興味がないのか もしれない。では Om氏
か ? いやしかし彼は銀行員になるべ く経済

の勉強に忙 しいかも知れない。研究室にもど

ると戦友 S氏が酸化剤を模索 していた。彼

と研究について少 し議論になった。 Diels―

Alder反応はフロンティア軌道論で議論でき

るが、Claisen rearrangementに おいてはむし

ろ従来の有機化学的な機構で議論したほうが

よいのではないか。スキーの上手な A嬢 も

交えて、議論は白熱 した。夕方になって先生
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がいらっしゃった。先生の笑顔は我々を本当

になごやかにする。私も先生の人間的な大き

さには頭があがらない。今年も先生宅でワイ

ンを飲むのが楽 しみだ。 8:00PM研究室を

あとにする。他のマスターはそれぞれに用事

があるようだが、私は 0氏 と焼鳥井を食べ

て帰ることにした。鳥安のおやじは娘の成績

が上がった とかで機嫌が よかった。 0:
00AMサ テイを聞きながらベッドにはいる。

新都庁もずいぶん高 くなってきた。あの娘は

もう寝て しまっただろうか。TELを しよう

と思ったがコードレスの調子がよくないので

やめた。明日は… まあいい、明日考えよう。

おやすみなさい…。

「卒業論文題目」

及川忠良 ニコチン酸関連化合物の合成

鹿島裕子 葉酸のモデル化合物の合成

当間 勉 補酵素 B12モ デル化合物メチルコ

バロキシムを用いたラジカルのチ

オエステルに対する分子間求核的

置換反応

中桐裕幸 オルガノコバロキシムを用いたラ

ジカルのチオエステル基に対する

分子内反応

◇新田研

昨年の12人から今年は 3人減って 9人 に

なったわけだが、それ以上に実験室が広々と

感 じられる今 日この頃の新田研です。 (来年

はさらに減ることが予想されている。)その

新田研に今年新参の B4は 、石黒賢に似たサ ッ

カー少年の此本君 (彼の多用する『ショクす

ぎる』は公用語となった。)、 言葉は少ないな

がらも切れ味は超一流、しかし車酔いしやす

い小林君、飯野氏の手となり足となり実験に

励み、いい味を出しつつある秋江君 (眼鏡を

外す とかっこいい )、 の 3名。Mlは 昨年に

続き態度も日玉もでかく、辛口批評で有名な

赤萩氏の合計 1名 。新田研の中核をなす M2

軍団は、野球は巨人、勝負師の大槻氏 (勝負

事は納得するまでやめない
)、 日本一のお祭

り娘、化学科女王こと大沼嬢 (美人であるこ

とは言うまでもない )、 声の大きさは新田研

で 1、 2を あらそい、これまたサッカー大好

きの川地氏 (か っこいいことはいうまでもな

い )、
ハー ドロックおたくで歩 く姿は「どら

えもん」の森氏 (T研究室 Y氏 と並ぶギャ

ガーであることは言うまでもない)の、4名。

続いては、昨年度博士号を取得され、くわえ

て 2月 に結婚された新婚ほやほやの新田研の

重鎮、『だんな』飯野氏。そして最後は新田

研の最古参、言わずと知れた新田教授。実験

指導に、論文書きに、多忙な日々を送られて

います。 (日 々騒が しくして、先生に御迷惑

をおかけしていることをこの場をかりてお詫

びいたします。)以上のメンバーが非ベンゼ

ン系芳香族化合物 (6員環でなく5、 7員環

etc)を 中心に実験の 日々を送っています。

遊びに来たい方はいつでもどうぞ。お待ちし

ています。

「卒業論文題目」

赤萩 亮 N― ビニルイミノホスホランの反

応を用いたアザアズレン縮環アザ

アズレン合成の試み

構 健一 N― ビニルイミノホスホランを用

いるインデン縮環アザアズレンビ

ニローグの合成とその性質

杉田陽子 <3位置換 トロポン誘導体の合成

>
トロポン鉄カルボニル錯体とフラ

ン、チオフェン類の反応

宮下貴之 3位置換 トロポン誘導体の合成 :

トロポン鉄カルボニル錯体とスル

ホン基を有するカルバニオン類の

反応

◇松本研

朝、 6時 30分。うすい霧の白いカーテンが

幾重にもかかった、その向こうに無機質で巨

大なコンクリー トの造形が並んでいる。朝焼

けの中、白いフェステイバが静まりかえった

住宅街を切 り裂 くように、直列四気筒 OHC
エンジンを轟かせる。一人の男が静かに車を

おりる。男は日もとにシニカルな笑みを浮か

べ、日前に迫る鉄の門を見上げた。冷えきっ

た鉄柵 をつかんだ瞬間、「だめだよ君 !」

「は ?」 「危ないからそんなとこ、の り込え

ないでちゃんと正門に回りなさい」「今 日だ

け見逃がして下さい。お願いしますよ守衛さ

ん」「だめだめ、危ないからだめだよ」「大丈

夫ですよ。門の上からムーンサル トで降りれ
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ますから」「何研だ」「いや松本研です」「――――

じゃムーンサル トをやてみろ」「・…どうもす
いませんでした」 (負 けだ。完敗)彼はテニ

スコートの横を通り、正門へと向かった。
*

日曜日夜 9時ちょうど。不夜城65号館 5階

にも静寂がおとずれようとしている。しかし、
504号室には依然として明かりがある。その

ドアをノックする音。「まだ誰かいるのか ?」

「あ、すいません。もう少し時間かかっちゃ

うんですけど」「こまるんだよね。日曜日は

夜 9時 までで全部の出入り口に鍵をかけるこ

とになっててね」「そこをなんとか」「どのく

らいかかるの ?」 「どうしても10時 半まで

一一お願いしますよ」「君の気持ちもわかる

けどねぇ。決まりは決まりだから」「そんな。

未来のノーベル賞受賞者のために、ここはひ

とつ御協力を」「・…・・」「よろしくお願いしま

す」「一― しょうがないな。10時 半だね10時

半きっかりにもう一度来るから」「どうもあ

りがとうございます」(勝 った。ふふふ 1勝

1敗か…)低いつぶやきが妙に大きく感じら

れた。

*

「卒業論文題目」

木下 淳 Oleinの エポキシ化における白金

錯体の触媒効果

木崎幸男 各種鎖状アミドを架橋配位子とす

る白金ブルーの合成 と02還 元触

媒機能

西尾京介 CH2FCONH2を 架橋配位子 とする

混 合 原 子 価 白金八 核 錯 体 [Pt

(2.25)8(NH3)16(C2H3NOF)8]
(N03)10・ 4H20の 結晶構造と性質

舟木幹昌 三核錯体

[(PhNCHS)(CO)(PPh3)Ru]2MOS4
の選択的脱カルボニル (CO)反応

と金属間相互作用

松本隆也 Tetrathiovanadate(VS43-)を 用

いた三核錯体

|[Ru(bpy)2]2VS41(OH)の 合成

と性質

吉田三保 アミドを架橋配位子とし1,4,7t

riazacyclononaneを 含む多核白金

錯体の合成

高野 武子

はじめまして、平成 2年度から化学科所属

の実験室担当になりました。 (一年の化学基

礎実験ではご一緒 したのですが)専任一名の

小柄な実験室ですが、学生実験は三年生の有

機化学実験を行っています。専門実験なので

自分たちで装置の組み立てから考えながら行

なう実験項目が用意されています。

今年度からは、昭和55年 から使用 していた

56号館 4階の実験室から56号館 5階南側の化

学基礎実験室の一部に新たに実験室を構える

ことになりました。以前よりはスペース的に

はいく分広 くなりましたので、学生実験でも

各項目に別れて全員が実習することが出来る

ようになりました。移動は今年の夏ですから

後期の授業は新 しいスペースで実験がスムー

ズに出来るように、現在は準備に奮闘してい

ます。

又、今まで通 り卒・修論実験のために各研

究室の学生さんたちも利用 しに来ますので皆

が整理、整頓に心掛け、スムーズに実験が行

なえるように御協力お願いします。

また、隣接の共通機器室の担当もしていま

す関係上、化学科以外の学生さんも卒・修論

のために大勢使用に来ます。そのため測定相

談等 もたくさんあります。経験を生かしつつ

も教えられることもたくさんありますので皆

さんと一緒に考え、大いに学んで行きたいと

思っています。

前任者同様よろしくお願いします。

オリエンテー

5月 19日 。小雨の降る中、追分セミナーハ

ウスでオリエンテーションは始まった。

まず始めに トーナメント戦による野球 を

やった。各研究室 と 1年チームが戦ったが

我々 1年 は一回戦であっさり負けて しまっ

た。(ど このチームが優勝したのだろう?)

そのあとも4年生の方々は試合をやっていた

のだが、もしかするとこのオリエンテーショ

ンは1年生のためではなくて4年生のための

ものなんじゃないだろうかと思い始めたのは

ョン感想
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このときである。

夕食の後に懇談会があり、 1年の自己紹介

と各研究室の紹介があった。その後は自由行

動(?)と いうことになったのだが、卓球を夜

中の 2時 までやったり、部屋で仲間と話 し́た

り、さらにはビンを片手にあばれまわるやつ

なんかもいたりして、あらためてとんでもな

いけどおもしろい学校に来てしまったなと僕

は思い、なんだかよくわからないうちに 3時

半ごろには寝てしまった。

次の日の朝、みんなぼ―っとした顔で起き

て朝食をとった。その後で記念写真をとり、

ひとまず解散ということになった。 しかし、

いったいなんだったんでしょうねえ。あとか

ら来ていた別の学科では僕たちが野球をやっ

ている間にちゃんと講義をやっていたようで

すが・……・・。

僕は朝起 きたときに異様に疲れ́ていたの

で、結局解散 した後すぐに帰ってしまった。

そしてなかば方、らつきながら家についたが、

家の ドアを開けた瞬間、とんでもないことを

思いだした。

「レポー ト書いてね― !」

しかも月曜日提出のフルレポー トである。

僕が次の日の実験にメロメロになって出席 し

ていたのはいうまでもない。

と、まあ、いろいろありましたが、先生方

や 4年生、院生の方々と顔を合わせることの

できるいい機会だったと思います。

4年 になったときが楽しみだ。

士

戸

● 1年 生

ふと気が付
・
くと前期が終わっていた。思え

ば化学実験のレポー トとバイトの添削(昨年、

浪人 していたときいた sECの高 3数学、週

30枚～40枚十解答例 )か中心の生活であった。

土、日…月曜日〆切のレポー トに追われ、

徹夜、月曜の午前の授業サボリも幾度か。(実

はこれが英語だったりする。)しかも、フル

レポニ本期限外、セ ミー本未提出扱い。 (お

いおい。何考えてんだよ。)

月、火、水、…水曜の添削の〆切に向け、

フル回転。一週間あったのに、やるのはこの

時だけだったりする。おかげで、火曜の総合

課目は三度でただけ、水曜午前の数学は添削

の内職。 (‐下手をすると、この三時間で一万

かせいでたりする。)

木、金…まじめに (?)お勉強に専念。こ

の期間にレポー トや添削をやっていれば、ど

んなに快適な生活をおくれるかと、幾度思っ

たか。 (結局、一度 も実行にうつせなかった

けど…
)

毎週、こんな感 じだと、単位がやばくなる

かもと、普通なら思うはず,と ころが、どっ

こい、そんなナイーブな神経持っちゃあい

ね―。 (時 々、心臓に毛がはえてんじゃね―

かと思 う。)だ いち、そうだったら、いまご

ろは第一志望か第二志望の大学をカッポして

らぁ。それに、お勉強っつうのはノー トを見

てやるもんじゃね―、本を見てやるもんだ。

だからノー トは、化学 Aを 除いて、まとも

に書いたのは最初の三ページぐらいなもん

だ。(そ んなのいばれるか―。)ま 、高校の頃

は、問題集は十五から二十持ってるが、どれ

も汚れてるのは最初の五ページというのは、

悪友ならだれもが知ってたからな、こんなの

普通だな。(どこが ?)

とはいっても、やっぱリテストにはまいっ

たな。何にしろ、一夜漬けすれば、まだいい

方で、一時間前に本を読んだだけってえのも

あったからな。でも、こんなもんでしょ、大

学生活なんて………………。

<おわび>一部、感情的かつ不適切な表現

が見受けられました。深 くおわび申し上げま

す。(筆者談 )

02年 生

数少ない理工の化学科 (化学科だけじゃな
いけれど)女子からの化学科の見方をどうぞ。

(そ の 1)入学した時約二十名の中の二人で

不安だったけれど。なっなんと、今はその不

安もどこにいったのやら。二年になったらい

ごこちよかったりしてる今日この頃です。

(そ の 2)応化にくらべて楽だけどやっぱり

たいへんなんですよ。少人数というのはどう

もきついかな。なんていったて、ここでは同

級生だけでなく教授とも仲良くなれてしまう

という特典付き。これってすごいよね。

(そ の3)実験中ちょっと周りをみていると

みんな一生懸命。何に一生懸命かっていうと

ガラスみがきなの。ちょっと洗って光をあて
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たりして。私はこれをみていつも思っていま

す。男子生徒諸君、将来結婚した時に、食器

の汚れについてあまりうるさくならないで

ね。そうなってしまったら、一種の職業……

かもしれない。でもそんなことはありません。

化学科だから。

(そ の 4)実験 DAYの火曜日には、私には

知らないことがまだあったのです。なんと、

実験中のお休みタイムのこと。時間割 りをみ

たとき、体力との勝負だと思ったけれどそれ

に間違いがなかったことは確かなのですが。

みんなのほっとした顔をみられるんです。

まだいろいろあるけれど今はこれくらいか

な ?

● 3年 生

今年の夏は暑い。他にどう言いえましょう。

(「今年」 といっても、みなさんがいつごろ

この会報を読んでおられるのか見当がつきま

せん。それゆえ「今年」 とは、「平成二年」

であることをつけ加えておきます。)少 しば

か りというより、“かなり"横道にそれてし

まいましたので、話をもどすど、特に暑いと

感 じたのが試験期間中であります。何でこん

な時に試験を受けなくてはいけないのだろう

と思う毎日でした。汗だくで試験を受け、血

と汗と涙の結晶である答案を先生らが見られ

たとき、感動 して点をあまくしてくださるだ

ろうと思いながら受けました。 (あ まいです

かね)で もやはり試験が終わった時感激もひ

としおでしたね。とはいっても、疲れきって

いて喜びを顔に出せませんでしたが。その上、

単位をもらえたかどうかという不安が脳裏に

うかび出てくる所が辛い。

このあたりで暗い話はなしにして、感激の

話にもどしましょう。感激といえば、優勝が

かかった早慶戦。在学中勝ってくれて本当に

よかったです。私も神宮球場まで行って直接

自分の日で見たい所でしたが、生憎レポー ト

があって生協 レス トランの隣りにあるテレビ

で観戦しました。応化 3年の人たちも、優勝

がかかった月曜日物化実験があり、実験の合

間降りてきて一所に見たものです。あのせま

いラウンジが人でいっぱいにな り、みんな

シーンとしてブラウン管を見つめていました

ね。チャンスを逸した時共にため′自、をつき、

点が入れば共に喜んだ。言葉に言いつ くせな

い部分がありますが、 とにかくよかった。秋

もぜひとも勝ってほしいものです。

しかし、何度も言うようですが今年の夏は

暑いです。梅雨が長びいて冷夏になるという

話はどこに行ってしまったのでしょうか。で

も、幸いこの原稿を書いているこのごろいく

ぶん涼しくなり、なによりです。それより、

この原稿の字数を何とかうめることができ、

ラッキー、ラッキー。おしまい。

● 4年 生

ウィーン。ガッターン。朝10時。65号館 5

Fの エレベーターの扉が開いたときから私の

クセが始まる。各研究室の在室表をいちいち

見てゆくというクセがあるのだ。特に同級生

である B4の人々の動向には興味をひくもの

がある。まず目に入るのが新田研。ダブル K

君は在室だ。かなり合成に手間取っていると

聞くが元気よく実験をしているようだ。次に

左を向 くと多田研だ。う―ん。今 日もAさ
んはお休みだ。きっと就職活動に奔走してい

るのだろう。I君が声をかけてきた。彼の朝

は今 日も早いのだ。そのまま進むと高宮研。

ここはドアが開いていると進行方向に表が見

えないので、化学科一の難所である。頑張っ

て確認せぬば。あうっ。文字が銀色だ。光の

反射でよく見えないや。それでも目を凝らし

て見るとT君が在室になっている。野球大

会での名誉の負傷 も癒え、逆に復活をとげた

ようだ。右に目を移すとそこは松本研。ここ

在室表は化学科で最もあてにならない。誰も

コマを動かさないからだ。バイーン、バイー

ンと雄叫びをあげているのは、稲化会委員と

して後輩の皆 さんも御存知であろうT君で

ある。彼のライフワークは錯体の合成である。

H君 は疲れが目に出ている。きっとまた徹夜

をしたのだろう。声をかけるのも気の毒だか

らやめよう。伊藤 (紘 )研の在室表はそのマ

グネットがお洒落である。ハンバーガーあり、

クロワッサ ンあ り。あれ、W君 のコマがな

いぞ。よ―く見ると、あったぞ。「′と、の病」

この研究室は大変そうだから頑張って欲 しい

ものだ。隣の高橋研はみなゼミ室にいた。こ

れか らゼ ミか ?眼がみんなマジだ。特に Y

君は当番なのだろうか、LUCKY STRIKEを

くゆらせながら問題を解いている。井口研の

在室表はワープロ打ちだ。この形式美はやは
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り量子研に似つかわしいと私は思う。ここの

人々は偉い。もう私には及びもつかない学問

をされている彼らには尊敬の念を抱かざるを

得ないのだ。そうそう量子研といえば51号館

の伊藤 (礼 )研の人々は皆元気にやっている

だろうか。インドネシアのエリー ト候補生の

N君 は何をしているのかな。Tさ んは相変わ

らず歌って踊ってるのかな。そして最後に石

原研。あ、やばい。また先生に先を越されて

しまった。 ま、いっか―。元気よくオハヨウ

ゴザイマスと言おう。ドアのノブに手をかけ、

また私の長い (?)1日 が始まる。

●Mlの声

拝啓 '89年度卒業生のみなさま

お元気ですか ? 俺も私も僕も皆元気で

す。それに相変わらずマイペースです。でも

皆それぞれに研究室内での地位を確立 してい

て忙 しく、この頃あまリヨコのつながりは無

いかもしれません。まあ、前からそんなにつ

ながってなかったけど。いや、特につながっ

てなかったのが Mに残っただけか。とにか

く皆元気です。

新田研の彼なんて某 ドクターに日曜は大学

来るなと言われちゃうくらいだし、多田研の

彼 らは相変わらず涼 しげにふるまっている

し、高宮研の彼・彼女はなんかいつでも学校

にいる。松本研の 3人 はほんと相変わらず個

性丸出しだし。伊藤 (紘 )研の 4人 はジェン

トルメンに更に磨きがかかって、高橋研は今

2人海外逃亡中という荒技に出ている。井口

研 と伊藤 (礼 )研のあの 2人は、時々中庭で

ツーショットをしている。元気だろう。

皆さんは如何ですか ? 元気だったら顔を

見せに来て ください。でないと4年生に間

違ったイメージで定着 してしまうかもしれな

いよ。それに、相変わらずといっても、結構

TAと か試験監督とかやって皆 Mlと しての

すごみはついてきたみたいだから、成長 した

我々を見に来るツアーってのもいいのでは ?

いいわけないか。ズバリいいわけないでしょ

う。

しかし、 4年 を見ていると、去年の我々っ

てこうだった (こ れよりひどかった ?)んだ

なあと、いろいろ感慨深い。こうして皆年とっ

てゆくわけだがね。

研究の方は、うまくいっている人、いって

ない人、熱心な人、ど―でもいい人(い るか ?)
いろいろです。

では、また。お体お気をつけて。敬具

PoS.1 くそ―今 日の実験 は失敗だ。失

敗 !

P.S.2 稲化会報 を私用に使わせていた

だいたみたいで申し訳ないです。

●M2の声

昨今の大学生はもはや誰も勉強などしてい

ないかのようにマスコミなどには言われ続け

ているが、我々 M2は 、少なくとも長かった

学生生活の後半 3年間は勉強してきたと、誰

もが胸をはれることだろう。私もアカデミッ

クな分野の底辺に 3年間位置することによっ

て、研究というものに対する考え方、あるい

は化学的な考え方というものが身についてき

たと自負 している。それ故か、皆の就職先も

ほとんどメーカーの研究員であり、現在やっ

ている研究の延長上として将来もこの分野に

身を置き続けて行 くのだろう。しかし、応用

化学科などとは異なり現在の研究が即企業で

役立つものは少なく、配属先等によればむし

ろまったく役に立たないことがあるかもしれ

ない。それでは、アカデミックポジションに

残る者以外現在の勉強は活かされないのであ

ろうか ? 私は違うと思う。たとえ非製造業

に就職 したとしても (皆 も 1回 は考えたこと

があると思うが)現在が役に立たないことな

どない。役に立たせるか、役に立たせないか

も自分次第ではあるが、おそらく3年間一度

も行き詰まらず、滞 りのない研究生活を送っ

た者はいない。その不遇な時期を乗 り越える

知恵と勇気を我々は学んで来たはずである。

結果はどうであれ、 3年間、一生懸命努力し

た末のその自信は何事にもかえがたい (な か

には根拠のない自信家 もいるかもしれない

が )。 文句を唱える方々は多いかもしれない

が我々は一生懸命やってきた。その自信を

持って来年からはそれぞれの道を歩んでいく

ことだろう。

「卒業生短信」

卒業生の方からのお便 りを御紹介 します。

○名誉会員 東健一 化学科の OB諸君の内

には海部首相のように運が強く日本否世界の

科学界で傑出した業績をあげる方が将来必ず

-11-



出るようにと祈っています。

○第一期 横田昌明 練馬総合病院の診察券

をデザインし′ました。お近 くの方は是非受診

して下さい。菊地満 現在医療用医薬品の

マーケティング活動にたずさわっています。

渓J野昌 現在 ドイツ学術振興会 (DFG)の 研

究員としてベルリン自由大学に勤めておりま

す。今年は In宙 ted speakerと してチェコと

東 ドイツでの学会に参加 してきました。また

秋にはポーランドのブロクラフ大学から一週

間ほど招待をうけていて楽 しみにしていま

す。

○第二期 山田均 3月 4日 に結婚 しまし

た。お近 くにお越 しの際は、ぜひお立ち寄 り

下さい。中山匡 教員になってから満10年 を

迎えました。生徒に接するとき、何 となく距

離を置かれてるようで一抹の寂 しさを覚える

今日この頃です。笠原―郎 教え子が大学生

だの女子大生だのになっていくのを間近に見

ていると、大学のイメージが変わっていく。

〇第五期 荒川靖 家でも大学でも子守 りに

大わらわの毎日です。尾関幸彦 5月 に結婚

します。住所がかわりました。西郷富治 入

社時10名でスタートした我社も、近年の金融

証券業界活況のフォローを受けて、店頭公開

申請準備 を行なえるまでの内容 とな りまし

た。財務 。経理担当として公用引受部、監査

法人と慌 しく折衡する毎日です。

○第六期 黒柳孝司 この度新築 して、引越

しをしました。分子研の近 くにありますので

是非遊びに来て下さい。妻と娘 (彩花 1才半 )

の 3人で楽しく暮らしております。岡田修司

国際化の余波 ?を受けて、研究室にドイツ人

が 2人 も来ています。なかなか疲れます。重

野信一 昨年 5月 より司法担当。福岡高裁、

福岡地裁を根城に九州全般の裁判ニュースを

カバーしています。裁判 “音痴"の私が記事

を書いているのですから新聞の信頼度もどの

くらいか分かるのでは!?4月 に異動かもしれ

ません。都筑正則 入社以来す―っと同じ職

場でそこそこの成果を残 しながら、 6年 目に

突入 し́てます。中橋敬輔 高分子のキャラク

ターリゼーションや表面分析をはじめとして

さまざまな仕事に足をつっこんでいます。生

体適合性高分子の開発や評価に興味のある方

は、いっしょに仕事をしましょう。

○第八期 市川誠人 教員生活 5年 目、ハン

ドボールウィドウとハンドボール孤児が毎日

泣いています。宮野浩行 大学から歩いて 1

分のアパー トメン トはハーレムのとなりで

す。でも私はほとんど New Yorkerに なりき

り、皮ジャンにジーパン、スニーカーのきた

ないかっこうで BrOadwayを 問歩 していま

す。日本よりあらゆる面で不便 (サ ービス、

言葉、安全など)と は言っても、マンハ ッタ

ン、住めば都 と言えましょう。

○第九期 十時信太郎 去年 6月 に和歌山か

ら東京に戻ってきました。東京研究所の 5階

で「サクセス」シリーズの商品開発の一端を

担当しております。ちなみに 6階では11期生

の NoM君 が多田研で鍛支́た鼻を生かして妖

しげな香気の創作に取 り組んでいます。飯野

幸生 H2年 2月 12日 に旧姓横井由里江 (多

田研 )と 結婚いたしました。

○第十期 竹鼻純一 コンピューター営業を

やっております。西田薫 優 しい夫と可愛い

息子に囲まれて幸せに暮らしています。会社

では結婚を機に、複写機のプロセス材料開発

から離れ、日下技術者集めや製品開発のスケ

ジュール管理など雑多な仕事に追われていま

す。化学にこだわらず幅広い仕事が したい方

は是非おいで下さい。ワクワクする毎日がi差

れますよ。

○第十一期 境野佳樹 固体 NMRをやって

おります。なお'90.9月 末に結婚する予定で

す。西川英毅 エ ッソ石油でアナリス トして

ましたが、今は 2年契約で東燃でエンジエア

してます。川崎近辺へお立寄の際はお電話下

さい。原英二郎 先日、出張でネパールヘ行っ

て来ました。エベレストを見れたのは感激で

したが、死にそうになって帰ってきました。

森成夫 多田研での芳香 (?)の研究をもと

に香料の仕事を行っています。皆によろこん

でもらえる “香 り"の創造をテーマに日夜調

香の研究に励んでいます。

○第十二期 癬矢直司 営業開発部に配属が

決まりました。社内では一番忙 しく、大変で

すが一番やりがいのある部だと思っておりま

す。矢板信 玄関係の仕事に就 くことになり

ました。小西隆太郎 どういうわけか、大関

さん境野さんと同じ寮に入 りました。これも

因縁 というか、腐れ縁 というべきか……・。ノjヽ

林栄孝 配属先は工場になりました。自分の

父親位の年齢の人達と一緒に働いています。
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前田和彦 退屈な毎日です。図書室でモリソ

ンポイドを毎日読んでます。小山真也 銀行

業務は支店のカウンターの外から想像するよ

り、通かに多種多様です。金融関係に興味あ

る方は是非御一報を ! カロ藤敏康 東工大の

マスターを修了 ?し 、 4月 から就職します。

○第十三期 長谷||1健 人の少ない研究室で

さみしい思いを tノ ています。そろそろ構造屋

をやめて物理屋に変わりたいところです。

○第十四期 石上嘉康 '90年 4月 より早大

大学院数学科で勉強ヒノます。

○博士号取得者 (1984年 )齋 藤悛和 相変

わらず伊藤礼吉先生のお世話になりながら水

素結合の研究を続けております。週一度は大

学院ゼミにも参加 しています。中一よリー緒

にやってきた生徒が化学科一年生になりまし

た。年を感 じるこのごろです。
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稲化会会計報告

11. 14´V1990.

1年度繰越金

【収入の部】

【支出の部】

計

次年度繰越金

次回会計報告より期間を4月

とします。

3.31現在

2,106,853

313,500

1,043

羽盾 化 役 員△
〓

長

長

事

員

〈
ム
　

議

会

副

理

評

費

息

〈
〓
　
創側

費

費

費

費

回叩

計

刷

耗

信

印
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(単位 。円 )

1日 ～ 3月 31日

高宮信夫

長瀬 裕

井口 馨

井口 馨  伊藤紘一

伊藤礼吉  高橋博彰

高宮信夫  多田 念

新田 信  松本和子

石原浩二  長瀬 裕

矢野圭一  中山 匡

小又昭彦  井上国見

宮田信郎  百瀬 浩

小林憲裕  宮野浩行

伊藤信一  塚田光男

境野佳樹 小西隆太郎

会計 新田 信

庶務 松本和子 石原浩二

2,421,396

6,635

4,550

60,256

3,010

常任委員

学生理事 M2  朝倉徹也

Ml  泉千英子
お 願 い

●OBの方々の消息等のご連絡をお願いいた

します。また、自由投稿 (小説・随筆ある

いは漫画などでも結構です。)や新企画等

も募集しています。

〒169新宿区大久保 3-4-1
早大理工学部 化学科事務室気付

●稲化会費を払いましょう。

正会員 1,500円 、学生会員 750円、なお

終身会費は30,000で す。

払って安心、終身会費…

く編集後記〉

今回も会報の発行が遅れたことを深 くお詫

びします。私の原稿取 り立てのツメの甘さが

原因でした。相手が教授でも首を締めても取

り立てる必要があると言えましょう。今回の

教授随想は……。止めましょう。卒業が・…・・。

最後に、一緒に苦労 してくれたAさ んに感謝

してペンを置きたいと思います。  (T)

B4

B3

B2

Bl

安久津良恵

岡美由紀

新井庸子

山澤直美

飯田直人

志賀律子

井上 彰

長坂律子

神崎昌之

朱島 隆

谷口浩和

須藤雅之

上杉由紀

高橋 誠

塚本ひろ子

森川 毅
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